
脳の健康のために考え方を変えます

目を脳の中継点として活用します



AD(アルツハイマー型認知症)や慢性疾患のアウトカムを向上させる診断プラットフォーム - 1秒スキャン

見えないものを見ることで、診
断の世界を変える

1回の訪問で1秒の網膜スキャン

急速な高齢化、慢性疾患の増加

網膜診断の開発とその市場をリードする

斬新なデジタルリッチ情報
臨床評価時間の大幅な短縮

医師のアクセス向上 -優先的な治療
より良いアウトカムとクオリティ・オブ・ライフを実現する

医師が患者に接する時間は平均20～30分
健康状態を総合的に評価する必要がある
>65歳以上の成人の85％以上が、1つ以上の慢性疾患を抱えている

2030年までに米国人口の20％以上が50歳以上になる
死因のトップが 感染症から非感染性疾患へ

限られた時間・患者の中でHP

（Hospital person）に負担をかける
医療システム



日本におけるアルツハイマーは、個人と社会の問題

高齢者比率は世界最高の
5,000万人

日本では460万人が
AD患者

2025年、日本では
730万人がADと共

に生きる

年率4％の増加
先進国中最高

今日....
・39% の診断間違い
・2025年、日本ではADと診断された患者の

25％がADでないと判明



実績と計画 アルツハイマー病における最初のバイオマーカー - Brain Health

FDAブレークスルー
デバイス指定

FDA Sprintディスカッション
試験エンドポイント受入基準

カメラがFDA510(k)認可

様々な疾患における10,000枚以上の画像

ピボット試験開始

De Novo アミロイドの適応症申請

FDA認可
脳アミロイドの状況 臨床エビデンスの構築商業展開
民間支払保険への参入

De Novo 循環器領域適応症申請



最初の適応 アルツハイマー病、𝝱-アミロイド化状況

3世代目装置

独自仕様

ハイパースペクトルカメラ

自身でデータ解析自身でデータ作成 自身のデータベース

データリッチな新しい画像

構造、分子、機能に関する
インサイト

画像
バイオマーカー
独自技術

患者情報収集と
ケアパス支援

新しい診断パラダイム

最初の適応
・アルツハイマー病

・認知症バイオマーカー

Dx：Diagnosis



AIによるバイオマーカー開発 最初の適応、PET検査での𝝱-アミロイド化状況

学習フェーズ

陽性 陰性

網膜の画像
800以上の特徴が

これまでに確認
された

800以上の特徴量から選ばれた16の特徴量
Optinaの分類AI

機械学習

予知フェーズ

アミロイドで
分類された集団

分類されていない集団

陽性

陰性
Optinaの分類AI

高い診断精度をサポート



非侵襲的アルツハイマー病検査で唯一、
即日結果が得られる検査です

Optinaは、Dx(診断)までの時間を数年から同日に短縮します

診療所でβアミロイドの状態が心配される患者さん

主治医

認知症専門医

PET-アミロイド検査 ー 現在のゴールド標準

事
例

人
数



その他のプログラム
- 加齢に伴う疾患には健康診断が欠かせない

2021年12月よりピボタル試験開始
第1適応症：脳アミロイド状態
認知機能・神経変性機能試験開発中

400人の被験者コホート開始
アテローム性動脈硬化症 - プルーフオブコンセプト

医薬品バイオマーカー開発プロジェクト開始日 2022年1月
加齢黄斑変性症

今後の展望 - 糖尿病、NASHなど

診断を容易にする多くのバイオマーカーが追加される可能性がある

年1回の訪問
1秒スキャン

専門分野を跨いで



OPTINAは 加齢に伴う疾患への一つの窓口となります

Optinaは、3つのタイプの日本でのパートナーシップに取り組みたいと考えています。

Optinaのイノベーションを日本へ導入するための商業・市場テスト

商業的展開の評価 - 市場規模と最適な市場参入ポイント

潜在的なプラットフォーム・ディストリビューターとのコネクトとエンゲージメント

日本でのビジネスモデルおよび償還に向けた経済的価値の定義

Optinaの生産能力を拡大するための生産提携

主要な製造パートナーの特定

また、技術開発パートナー（機能向上、小型化など）

現地の臨床データベース管理パートナー/プロバイダー

Optina -見えないものを見ることで、診断の世界を変える







現在の医療現場では、Dx（診断）の精度が60～70%に留まっている

世界中の医療関係者がOptinaの重要情報に強い関心を寄せています!



検査毎の支払い

バイオマーカー開発のための パートナーシップ
Dxメニューを強化するためのデータリッチな
プラットフォームを求めている

患者、支払者
メモリー、アイクリニック、DTC
最初の適応症、アルツハイマー病

ファーマ バイオマーカープログラム

KOLs 
製薬開発・商業
臨床試験
Rx処方箋ベース



オプティナはカスケードアプローチの一翼を担う存在に

早期患者の特定と特徴づけに必要なマル
チモダリティシステム

35-40%の患者は、糖尿病と同様、網膜
のスキャンで初めて発見される。

動脈硬化 血管成分 神経変性 オキシメトリ測定

構造的、機能的、分子的情報を備え
た唯一の非侵襲的CNSアクセス

糖尿病、腫瘍、心臓病など他の疾患と同様に、様々な治療法を組み合わせることで、患者の状態や状況を正確に把握し、より良い治療方法や患者の経過を見守ることができます。

分子情報のみ 分子情報のみ

画像情報



最高の分光/空間分解能を持つハイパースペクトルカメラ

解剖学的・構造的情報

酸素濃度計

分子生理情報

目視観察に相当 コントラストの向上と付加情報

大血管
大血管 微小血管

吸収・散乱:
顔料, 
微細構造
沈殿物
(タンパク質、脂質)



最高の分光/空間分解能を持つハイパースペクトルカメラ

解剖学的・構造的情報

酸素濃度計

分子生理情報

複雑な疾患に関わる微妙な変化を識別するための情報の深さに欠ける

コントラストの向上と付加情報

大血管 微小血管

吸収・散乱:
色素, 
微細構造
沈着物
(タンパク質、脂質)


